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建
設
省
弘
、
一
月
二
十
五
沼
「
平
塚
た
に
、
今
後
ほ
ぽ
一
一
干
年
間
の
プ
鋭
を

都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
も
っ
て
あ
よ
そ
百
億
円
亭
投
じ
、
合
流

関
す
る
省
令
」
壱
公
市
し
、
つ
い
に
平
式
。
都
市
下
水
道
と
、
南
部
'
関
節
・

塚
市
の
受
益
者
負
担
金
の
額
を
事
業
費
桔
水
の
一
一
一
終
末
処
磁
場
晶
玉
強
設
す
る
と

の

六

分

の

一

と

す

る

こ

と

串

謁

雨

水

た
ο
こ
れ
に
よ
っ
て
公
共
下
官

者
負
担
金
は
主
式
に
六
告
の
一

し
、
受
益
地
域
か
ら
阪
和

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

に

と
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
公
共
下
水
道
第
一
拐
事
幾
何
¥
一
一
一
十

か
ら
一
一
一
万
一
に
か
け
て
、
四
十
一
一
年
度
一
千
五
百
万
円
、
四
十
年
度
一
一
一

事
対
象
区
議
(
馬
入
・
平
原
新
宿
の
一
一
千
八
百
五
十
九
万
向
、
四
十
一
年
度
一

部
)
の
人
た
ち
に
説
明
会
を
ひ
ら

r
計
穣
一
千
一
一
一
百
九
十
七
万
円
と
工
事
援
を

画

で

す

。

ふ

や

し

、

計

議

筋

限

の

四

十

五

年

度

ま

市
域
の
四
0
・
四
%
に
及
ぶ
都
市
計
で
に
十
七
億
円
の
金
工
事
壱
消
化
す
る

翻
上
の
会
用
途
地
域
一
一
千
七
百
四
十
四
方
針
で
ナ
。
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総
務
部
財
政
課
砂
、
一
一
一
寸
九
掠
度
決
一
で
も
人
件
費
の
認
容
慰
館
が
低
か
む
た
一
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
務
議
す
る
よ
VDな

鍔
に
つ
い
て
も
超
過
負
担
に
関
す
る
誠
一

D
、
実
務
員
数
を
基
準
対
象
人
質
問
下
一
震
が
得
ら
れ
な
い
状
況
で
て
自
治

査
を
行
な
い
、
一
一
γ
寸
一
一
ペ
ー
ジ
に
わ
た
…
ま
わ
る
な
ど
~
、
市
が
補
助
基
醗
額
を
こ
一
翁
は
昨
年
六
月
十
八
日
の
議
議
に
、
氷
山

る
報
告
書
に
ま
と
め
て
「
前
年
度
と
と
…
え
て
路
通
支
出
品
官
余
儀
な
く
さ
れ
る
亀
一
自
治
大
臣
か
ら
こ
の
問
題
を
持
ち
出
し

ら
ベ
v
て
是
正
の
あ
と
は
み
と
め
ら
れ
な
一
の
が
多
く
、
競
馬
車
禁
収
識
に
回
数
す
一
害
復
一
庁
に
実
情
守
強
く
訴
え
て
、
四
十

い
。
地
方
財
政
の
健
全
佑
と
財
政
秩
序
一
る
ほ
ど
の
石
額
が
、
し
わ
ょ
せ
ぢ
れ
る
二
年
度
予
算
で
一
輯
処
を
求
め
f

た
と
い
わ

を
守
る
た
め
に
、
国
語
章
改
章
一
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
れ
ま
す
勺
前
月
財
政
状
況
で
も
あ
き
ら

霞
を
諦
U
、
こ
の
不
A
口
頭
を
陣
治
す
ベ
一
超
過
録
阪
の
実
情
は
次
の
し
に
お
D
で
一
か
に
し
た
よ
う
に
、
慰
政
需
用
の
急
激

き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
一
す
。
金
額
は
超
過
負
担
額
、
カ
ツ
コ
内
一
な
穏
加
、
税
収
の
伸
び
な
や
み
、
人
件

財
政
一
割
の
謂
査
に
止
る
と
「
問
国
庫
支
一
は
超
過
魚
初
率
。
一
問
調
な
ど
義
務
的
経
間
関

ω繕
一
画
な
地
方
財

出
金
e

県
支
出
金
を
受
HJて
行
な
っ
た
一
保
宵
所
連
返
事
業
一
千
戸
商
一
一
十
八
一
政
共
滋
の
状
勢
で
、
平
塚
市
で
も
例
外

事
務
・
事
業
の
一
一
一
十
九
年
度
の
突
擦
の
一
方
的
(
九
一
一
・
一

0
3
、
農
業
議
員
一
で
な
く
、
前
年
度
比
車
部
度
赤
字
を
出

所
嬰
鮮
問
闘
は
で
機
五
千
百
万
円
で
あ
D
一
会
事
務
七
百
蕊
十
万
円
(
八
六
e
宏一
7
た
ほ
ど
で
す
。
「
地
方
間
体
は
か
ふ

こ
れ
に
つ
い
て
市
は
¥
正
規
の
食
料
額
一
存
〉
、
教
育
施
設
務
備
事
業
四
千
一
一
一
一
る
惑
通
負
短
に
も
は
や
樹
え
ら
れ
な
い

合
に
よ
れ
ば
補
助
基
本
額
の
約
一
一
一
六
二
十
五
万
円
(
五
問
・
七
%
)
、
国
民
億
一
の
で
あ
っ
て
」
そ
の
解
消
守
強
く
の
ぞ

九
%
、
一
一
億
二
千
一
一
一
百
万
円
を
負
担
す
一
康
保
険
事
務
七
百
一
一
-
4
1
九
万
円
(
五
一
み
、
法
の
た
て
ま
え
が
守
ら
れ
る
こ
と

れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
っ
た
の
に
、
侯
際
一

0
・
一
一
一
%
)
、
国
民
年
金
事
務
二
百
一
を
希
望
せ
ざ
る
ぞ
得
ま
せ
ん
つ

は
=
一
一
億
古
千
百
万
円
を
支
出
、
一
億
凶
一
志
万
円
(
四
回
・
凶
%
〉
、
環
境
衛
一

lilili--illl-

千
八
百
万
内
の
超
遁
負
担
を
出
し
た
。
」
一
生
一
施
設
磐
備
事
業
一
一
一
千
一
一
百
七
十
八
一

と

い

ヨ

い

き

で

す

。

一

万

円

(

四

て

六

%

〉

、

失

業

対

策

一

ド

挙

占

同

月

唱

す

占

地
方
財
政
法
第
十
八
条
は
「
国
の
魚
一
事
業
一
千
一
一
千
七
万
円
つ
一
四
%
こ
は
配
川
い
す
A
V
J
ふ
れ
れ

担
金
・
補
助
金
等
の
地
方
公
共
団
体
に
一
公
常
住
宅
薗
閣
議
事
由
記
二
百
七
十
六
万
一

E
F
d
v
i
a
d
r
E
j

対
す
る
支
出
金
の
複
は
、
地
方
公
共
団
一
円

F
0
・
六
%
〉
、
そ
の
他
二
千
九
一

体
が
そ
の
事
務
を
行
な
5
4た
め

に

必

要

一

哲

三

ム

一

万

円

宍

ニ

一

宮

。

統

一

も

え

な

い

で
十
分
な
金
額
を
基
礎
と

t
て
算
定
し
一
計
議
託
事
務
'
選
挙
事
務
は
負
担
率
一

な
け
れ
ば
な
同
一
な
い
」
と
規
定
し
て
い
一
ゼ
口
で
全
額
鼠
費
で
ま
か
な
わ
れ
ま
一
民
生
協
清
掃
諜
は
「
つ
い
r
に
一
都
市

ま
す
c
Lか
し
、
現
実
、
口
、
国
の
想
定
一
し
た
。
一
民
の
協
力
会
得
ら
れ
ず
、
四
万
一
皇
官
一
も
え
な
い
ご
み
の
特
別
収
集
は
二
一
二
議
掛
で
h
説
明
し
て
い
ま
す
。

し
た
負
担
お
よ
び
補
助
基
準
が
実
情
に
一
超
過
負
担
の
解
消
巡
動
は
、
抽
出
方
問
一
期
し
て
も
v
べ
な
い
ご
み
の
特
別
収
集
守
一
十
八
年
か
ら
収
集
車
一
台
、
消
鰐
員
一
一
一
一

I
I
I
l
l
i
-
-
-

則
し
て
い
な
い
草
い
が
号
、
な
か
一
体
儲
か
ら
政
府
と
闘
会
話
し
て
行
な
一
中
止
じ
、
約
二
百
五
十
高
の
集
積
場
一
入
量
し
γ
行
な
っ
て
き
ま
L
た

。

も

一

パ

ト

カ

ー

出

動

T
i
t
i
i
!
i
l
l
i
t
-
-
i
i
l
i
-
-
i
i
!
j
i
l
l
i
i
l
i
-
-
i
i
i
l
i
l
i
-
-
i
i
i
i
t
i
t
t
i
-
-
i
i
p
一
え
な
じ
み
早
寝
室
一
苦
手
カ
喜
一
八
百
件
ふ
え
る

一

咽

一

査

か

ら

素

晴

霊

童

掲

L
て
い
る
喜
治
ん
ど
に
、
成
人

ω臼
に
、
大
人
た
ち
が
そ
安
}
せ
ら
れ
た
。
留
家
の
祝
日
に
酪
ノ
そ
、
話
一
一
つ
の
こ
C
を
つ
け
竺
数
え
あ
よ
5
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一

四

番

一

ら

し

い

妥

つ

づ

雪

ら

な

い

JEε
、
淋
し
い
街
正
号
向
い
て
い
る
よ
う
な
態
度
争
奪
掲
揚
し
な
い
芸
人
を
、
外
国
耐
え
や

5
一つ
h
、
成
人
と
な
一
一
繰
り
返
し
て
行
な
っ
た
時
-
一
発
活
動
に
も
一
平
霊
祭
季
、
盟
主
中
の
一

H

刊
唯
一
き
で
、
近
蓄
な
滋
で
あ
る
こ
と
を
知
暴
走
。
こ

4
E反
省
す
べ
き
で
江
な
か
っ
人
法
号
室
長
話
H
て
い
っ
て
選
挙
権
を
も
ち
、
政
治
L
参
与
…
一

T
わ
ら
ず
、
日
時
か
ま
わ
ず
持
ち
出
一
一
量
の
利
用
状
況
を
委
主
主

間
関
!
と
お
正
月
で
あ
つ
れ
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
雪
主
主
。
あ
に
途
い
な
い
と
忌
っ
た
。
で
き
る
と
い
う
皇
で
あ
る
。
こ
れ
一
一
ナ
一
部
の
入
に
よ
っ
て
襲
議
所
に
は
一
発
表
に
よ
る

ε一
議
船
件
数
は
一
千
一
一
一

一

番

号

た

o

二
日

E
0
5
1成
人

と

な

っ

た

量

B
b号
、

熱

海

ま

で

と

い

毛

主

一

翠

雪

量

大

容

量

、

政

治

の

よ

b

Z

一
絶
え
玄
み
が
捨
て
き
散
乱
し
、
一
富
十
九
件
、
ト
ッ
プ
益
事
故
の
一
一

ト

ゴ

喜

市

営

競

輪

が

E祝
主
連
芸
家
一
雪
量
是
ら
せ
だ
小
田
原
ま
で
い
う
失
望
に
一
言
語
た
な
し
は
二
害
事
に
か
か
っ
て
い
一
一
つ
い
に
特
別
収
集
中
止
に
追
い
込
ま
れ
一
早
八
月
続
い
て
け
ん
か
一
一
百
五

一
吋
し
ァ
ム
始
ま
っ
た
が
、
六
震
を
掲
げ
る
以
外
長
官
な
い
の
沿
道
に
、
ど
の
豊
富
豪
立
い
と
は
令
驚
く
べ
き
重
で
あ
る
る
わ
け
だ
。
そ
れ
に
註
人
前
と
な
一
一
た
も
の
で
す
勺
一
十
件
、
よ
ほ
ら
い
一
一
富
十
五
件
、

…
で

J
B君
主
華
麗

b

h

p

l

'

っ

2
4
2
?っこ
ん
一
今
後
ゴ
一
〉
も
え
な
じ
み
は
一
喜
一
一
下
車
、
暴
力
百
二
十
件
、

一
号
訪
れ
い
封
印
臨
時
下
天
K
議
離
/
幸
謹
の
正
月
詩
日
υ
幻閉山均一一鮮日時打ト一詩吟軒目一町内庁設
M
U崎
戸

一

管

室

れ

ゆ

き

堂

前

し

ぶ

先

ぎ

轟

轟

轟

轟

轟

購

轟

イ

護

人

ぺ

警

護

襲

撃

ョ

パ

一

μ

々
と
従
う
き
で
は
い
在
、
。
銘
一
下
ら
な
い
物
な
ど
が
大
量
に
出
た
と
き
一
年
寄
ら
べ
て
八
百
件
の
増
加
を

一
宮
い
ス
タ
ー
ト
脅
し
た
。
こ
れ
で
麟
離
麟
麟
髄
麟
麟
麟
麟
麟
麟
麟
麟
購
麟
麟

j
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…
玄
経
臼

Eと会
主
主
一
=
三
一
ニ
言
一
奇
語
幻
品
関
、
売
上
占
け
を
案
気
づ
宗
か
麟
麟
麟
麟
麟
麟
関
鰯
麗
麟
麟
麟
麟
鱗
麟
麟
麟
麟
鶴
川
(
〆
ん
酌
日
に
設
か
な
撃
を
身
に
つ
け
て
糞
い
一
一
車
霊
に
ま
と
め
て
お
け
ば
収
集
す
る
一

一

つ

玄

競

輪

場

〕

芸

道

ん

だ

。

鞠

輯

鶴

輯

麟

麟

麟

麟

麟

麟

麟

麟

麟

鱗

欝

欝

盤

欝

欝

F
U
飢
柚
た
い
も
の
だ
と
思
5
0

一

一

こ

空

コ

な

と

一

き

針

金

で

東

ね

る

の

は

一

上

米

ωキ
ロ
千
二
苔
一
一
一
+
円

一

室

長

市

づ

く

り

に

長

覇

韓

関

購

騒

騒

響

額

欝

襲

撃

2

る
最
後
に
長
年
一

zaら
く

警

二

避

2
2
4
2互
理

一

口

問

悶

上

毛

頭

の

三

種

一

つ

も

の

員

で

あ

ま

ら

、

干

天

購

購

鱒

麟

購

繍

韓

額

融

議

鱗

し

ぶ

第

す

き

返

し

い

と

話

レ

だ

こ

と

し

て

い

iに
な

り

手

。

一

一
γ
一

議

官

皇

室

、

午

年

に

重

量

重

量

重

量

豊

護

霊

襲

襲

襲

襲

撃

襲

撃

襲

撃

警

護

た

は

、

み

ん

な

意

表

を

つ

か

れ

た

き

一

一

広

一

え

な

い

ご

み

の

特

別

収

集

で

差

一

月

か

ら

一

童

話

量

童

話

一

マ

葉

・

一

千

百

九

十

円

言

葉

一
ち
な
む
童
の
主
主
迎
え
た
ο

わ
け
だ
o

そ
れ
が
、
ち
ら
ほ
ら
掲
げ
て
ら
れ
て
い
る
だ
き
か
、
震
を
襲
安
越
さ
ん
か
ら
、
警
重
で
あ
る
ひ
俗
悪
毒
事
雑
誌
、
回
一
一
回
収
集
富
豪
重
量
て
地
長
一
改
定
が
行
な
わ
れ
、
従
来
皇
棄
と
一
稲
急
車
去
等
穣
誉
主
体
に

ア

成

人

心

av、
お

だ

や

か

な

日

前

げ

(

れ

れ

れ

記

れ

わ

れ

浦

市

計

斗

話

時

弓

時

間

関

駐

日

間

接

持

一

回

目

立

時

配

れ

れ

に

話

レ

日

一

諒

日

沈

下

げ

U
T訪
日

告

軒

k
f四
時

諮

問

一

一

一
日
和
ゼ
一
あ
J

た
。
各
ハ
ム
民
館
単
位
記
長
者
λ
た
ち
に
と
ど
泊
、
淋
L

町
一
五
、
詩
一
七
、
小
阻
害
、
重
品
一
立
た
い
と
い
毒
害
か
徳
富
れ
て
い
る
容
に
、
男
女
背
…
一
わ
け
で
、
禁
処
理
の
段
階
で
焼
却
鶴
一
て
配
給
者
、
長
・
葉
・
怒
用
米
一
五
向
上
葉
以
外
の
内
棄
と

一
成
人
芸
多
彩
に

E
q私
主
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
き
と
で
一
寄
っ

o
tい
主
主
、
意
外
に
幸
い
さ
れ
た
が
、
祝
日
に
は
会
事
国
旗
年
の
交
際
語
く
あ
れ
と
、
蓄
に
一
一
力
や
作
童
の
保
護
ど
で
草
露
一
の
一
一
一
一
話
回
と
な
り
ま
し
た
。
襲
童
書
棄
の
一
部
に
よ
る
摘
さ

五
教
育
議
員
警
告
、
官
数
か

5
0
語
審
〈
長
」
と
を
取
り
の
に
驚
い
た
o
疾
走
し
て
ヤ
る
自
動
で
埋
め
守
さ
れ
る
よ
う
、
重
の
訴
え
が
1

一
一
票
出
る
も
の
と
一
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
品
語
審
需
品
格
な
ど
次
官
一
宮
柔
-
需
主
要
一
千
四
百

玄
室
〈
必
人
と
な
た
脅
年
あ
げ
戸
惑
し
た

u
Z幸
い
も
の
車
寄
空
つ
神
奈
川
中
央
パ
ス
ご
協
力
を
せ
つ
に
お
願
い
L
た
い
。
戸
昭
和
四
了
了
一
一
一

G

一
一
し
か
L
収
察
作
業
の
ム
在
、
収
集
車
一
言
。
襲
年
J
あ
た
り
。
一
五
十
円
(
前
一
千
一
一
宮
一
一
一
十
五
河
)

の
霊
蓄
積
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
在
失
大
人
た
b
告
に
す
る
前
と
ハ
イ
ヤ
ー
容
で
二
況
に
は
感
成
金
融
辞
に
な
、
震
雲
市
長
加
藤
一
太
郎
一
一
二
十
一
台
に
よ
っ
て
、
低
下
す
る
さ
マ
上
半
一
千
二
重
一
一
市
内
要
一
陵
穏
も
ち
精
米
一
千
一
一
言
七
十
円
、

『

!
1
1
i
t
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E置や県関係の事業で、 E告の規定以上に市費を持ち出さないと害壁際は運営できな
いという、いわゆる望書任事務に関ずる超濁負須の問題は、ひっi阜の居室を深める
地方財政のなかでクローズアップされ、その改善に関心が寄せられていまヲー。

も
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一
部
の
人
の
協
力
得
ら
れ
ず

査
通
功
労
で

事霊祭と一体になり協会は交通安全!こ

努力してきた…昨年秋の記録から

平
明
都
市
夜
通
安
全
協
会

全
日
本
交
通
安
全
協
会
主
催
の
第
六
一

回
交
通
安
全
総
ぐ
る
み
運
動
中
央
大
会
一

が
一
汚
十
九
。
二
十
日
の
両
日
東
京
・
一

都
市
セ
ン
タ
ー
に
常
篠
宮
、
開
問
妃
筒
間
一

下
の
ご
磁
腐
を
得
て
行
な
わ
れ
、
平
塚
一

市
交
濁
安
全
協
会
長
話
回
初
二
氏
ら
剖
一

瞬
代
表
ど
し
て
討
論
会
に
山
同
席
し
ま
し
一

た
。
間
大
会
ほ
、
交
通
事
故
絶
滅
の
だ
一

め
に
幼
児
か
ら
の
教
育
部
構
や
通
じ
て
一

人
命
尊
盤
互
選
法
の
心
を
撃
な
5
人
づ
一

く
D
E、
公
費
に
よ
ゑ
議
時
滋
備
・
安
全
一

施
設
の
整
備
な
ど
施
設
の
完
備
が
急
務
一

で
渇
る

ε訴
え
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
一

こ
の
中
央
大
会
で
、
平
陥
都
市
夫
湧
安
一

全
協
会
(
会
福
岡
八
千
名
〉
は
、
安
全
協
一

会
と
し
て
は
県
下
で
た
だ
ひ
と
つ
、
安
一

通
功
労
回
体
と
し
て
全
盛
表
彰
を
受
け
一

ま

し

た

。

一

ー

ー

ー

i

門

V
刊
日
霊

i
s
-
-

a-IC
麹
態
綾
特

別
餐
a

鐙
爾
遺
設
問

題
を
協
議
マ
リ
日
文

教
民
生
{
幣
侵
愛
・
市

立
務
業
高
校
の
県
立

静
皆
同
に
反
対
す
る
前

出
闘
を
審
録
。

マ
M
臼
総
務
悼
壁
面
間
協
議
会
・
競
輪
競

施
設
整
備
に
つ
い
て
協
議
。

マ
目
白
会
員
協
臨
開
会
a

市
立
時
間
紫
一
高

校
同
県
移
血
相
、
相
相
模
川
聾
川
上
木
澄

の
取
冗
翠
変
嬰
に
関
す
る
県
あ
て
の

間
容
に
つ
い
て
協
議
。

マ
灯
良
野
員
研
修
会
・
窃
沢
哲
郎
民

を
凶
引
き
地
方
議
会
の
話
を
筒
く
。

お腐の人/幾重震の人/家庭の奥様な

あと 5年で受給織が発会起する…

豊富梓来的年金を受けるために、揮酷料措必、ず納めておきましょ

うe 納めることが困難なときは蝿険年金融へご棺融〈ださい。
保院料免措の途もあります。
務保険料の集金に、集金専任の職員が訪問をしていますのでご
利用〈ださい。唐ながらにして樺険料を納めることができま
す。(旧市埴のみ)

額納付総合のあります地埴の方は納付組合をご利用〈ださい@
手近で耕めることができます。
関探険料を納める期隠は

1. 2. 3月分は4月中に 1
4. 5. 6月分出7月中に i

}納めること記なっています.
7. 8. 9丹骨は10月中に i
10. 11. 12月舟は1月中記 j

117 



(4) 

市
長
ヘアイ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス

市
長
の
発
案
に
よ
っ
て
、
一

広
報
係
設
計
の
ア
イ
デ
ア
・
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41 

る

と

せ?ま
が L 税

議 1 警
でO1市
す -tfi' 
O 手裏
E二は

干専月

宏寸
ゥ日
比ご 11' 
人ら
f:t .，;:; 
警十
種年

者審
霊会
全室
長勢
二申
十官
二 ffi
B 紙
まの
で郵
}こ送
すぞ
べぬ
てじ
申め

力、併つ

118 

BBSは

不幸な少年たちのよい

兄・妨となワ、友だち

となって、少年町立ち

TI1i:りを助ける運動でず

あなたもこ・参加くださ

いませんか。

平塚市は安全書若干討を宣言雪し毎月 12汚を市民安全の毘ど
定めました。



で

一
千
五
習
河
プ
ラ
主
主
(
霊
く
さ
発
送
し
ま
L
た

の

で

、

適

量

一

る

就
学
資
金
」
、
大
学
一
一
一
平
河
、
②
就
一
が
ま
だ
と
乏
い
て
い
な
い
と
き
は
ご
逮
一

一

一

戦

没

者

の

繋

へ

の

間

闘

機

学
支
援
黄
金
潟
校
一
万
五
千
円
、
大
一
絡
く
だ
さ
い
。
こ
と
し
の
入
学
児
は
昭
一

一

一

戦

没

者

の

裂

に

対

す

る

額

面

て

平

語
学
一
万
五
千
円
。
一
和
一
一
千
四
年
四
月
一
一
認
官
、
一
一

Z
一
塁
畿
の
容
は
、

Eし
の
一
一
万

罷
翻
滋
猪
方
法
・
学
校
革
業
後
六
か
月
据
一
年
四
月
一

g
ま
で
に
民
一
れ
た
子
で
す
。
一

一

一

日

明

、

穏

求

閣

制

限

が

切

れ

る

の

で

、

来

室一同一一一
z
E一一軍一芸一一一一一昌一盟主一三一謹一一語一喜一器一語一一語一一芸品一言祭
Z

出一一議一一言語一芸詰一一語一喜一語一室一
m
喜一一富一語盟問一一吉喜一言語一塁出亘書一一語昌一一一一一一謹話一器一一芸品開票一霊祭一語圭一一言語一一語豆諸一一幸福一軍一一一一一詔一一一一吉一一望一語一一一一同一器喜一喜一一一昌一一言語呂田一一己一富山垣間一一語一誠一一謹吾

量密和41年 2JOl15お(5) 

例年度の回定資援税

3月1自から3月司まで
税務総資産税諜は、 41年度偲定資産税と都市&十
函税σ三重民税台歯車を、 3月!日から20日まで、時言警
の窓口で縦覧に供し苦デす。 40年中に異動(1:あった
ものを徐き、台帳上の土地 e君主震0-;イ出向は前年度

と両省買がのっ亡レ唱ケず。次めような摂動があった

人は、 WJ問中に課税台践をなるべくと覧になって

くTごさい。

i 土地・ 40年中に所有権沈静転 a 地目変換~ i.笈

地転再11，):ど「あった人υ
2 量喪鐙・40年中に新築@土料ら再またはとりとわし
をむなった入。

土地塊物以外の事業用償却資産についても課税

額躍となる悩絡がのっています。 ζσ 穏係者も縦

覧を主グすすめします。

で会仇

ン

自

ゲ1F‘
 

い
ン
多
一
山

幸
幻
自
凡

こ
発
i
期平

い昔、呂本のどζかで、 5fJ-28秒にひとりに習j

り合いで「がんJr;;'fc己的、だれかが死亡している
といわれます。平塚市σ:ばあいども、最辺 1か月
に45人が死亡そのう包11人が「がんj 、その大半
の E入が賢がんでした。

がん対策にはますt早期発売iJ'唱 l、衛生課法ζ
のための宵のレントゲン検査を4H11日と128，こ
崇醤公民践で行な「予定ですo '校教は40成 iユ上、
希望望者は2月25日までに衛生議へ申し込んでくだ
さい。

湖南平と平塚の風景で観光宣伝に適したものと、

撮影会での写真を募集します。未発表のものに繰

り、七夕lこ憶する写真を除きます。

豊富撮影会・とき 4月初日(日 )10時 15時雨天のときは
4月178の 8B喜一自/ところ淑下車工F 平塚駅からパスで
20分当日続時パス増発ミスさくらモナノレ参加

覇軍コンク…Jレ，第 1部白黒 4ソ切'第2
り5月10臼まで/送り

あてまた

と

11号
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一
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即
時
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路
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話
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品
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関
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間
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一
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判
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駅
前
路
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官
官

官
官
思
想
料
加
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問
別
措
m
m
m
諸
問
問
問
別
調
器
棚
J

J

問
臨
時
切
の
知
的
m
m
m
Z
間
約
計
横
山
町
制
為
欝
腕
購
望
調
問
品
開
慨
も
鞘
義
弘
号
付

和
協
議
一
一
戸
山
問
問
判
官
一
殿
町
鶴
間
協
議
m
J
向
山
町
一
協
同
開
問
一
部
品
判
官
町
議
品
川
諮
問
軒
町
何
時
叩
審
問
関
市
諜
町

鞍
謀
説
欄
蜘
諮
問
問
向
性
知
η
7
2
1
1
1

諮問問品問問問問問問山間断続税間協和詰血管耕一品開純一部紘一市町一一

一
事
部
一
一
一
議
軒
町
時
抗
議
金
制
税
ニ
諜
群
。
崎
嶋
崎

4
2
2謹顎常的配額一開諮問誠一即時間一諮問川

一額一…一一一一…一…一一一一一挙酔一向勝一一一一一一一一一一一謀者説明盟問一比一一一一耕一一一一一一一一一一諮問

問
同
町
内
ま
じ
神
ラ
る
勉
ん
鐙
H

・
a

・

出

叫

閥

乍

ん

を

会

に

ま

翻

※

り

収

使

お

し

安

つ

醐

醐

※

と

は

%

丹

氏

「

「

( 6 ) 第 172号〈第3種郵便物認可〉昭和41年2月15臼

総務部関tl政調は、 12Fl市議会定例会で成立した40年度第4次補疋予算の内容を発表しま
した。一般会計に7724万円、車線挙事業会計に5335万円、農業共演会計に1273万円、都市改

造会計に669万円、簡易水道会計に180万符を増額したもので、今回の椅1Eによって平塚市

の一般特別会計ぞ合算した予鐸規模は78億円台となりました。

清
掃
手
数
料
の
滞

納
増
加
を
ど
指
摘

道
路
市
岡
聞
で
三
件
の
監
査
議
求

油
谷
和
雄
・
加
藤
鼠
両
猿
資
委
員
は
、
監
蚕
請
求
一
一
存
.

2月22日宮待30分市民センター
ホーノレ/発表r私たちの希望と抱負J

講演など/実社会lこ出ていく中卒者

を激励する

i民主主都青少年繰・市教讃・広場防犯協会]

つ

-2台をはじめ口}タリ-2台 a
グレンドリル1台・ジヤシキ1台
など総額 333万円の農業機繊1J1毒事
^，されるととになりました。 ζの
機紙を中心に113戸町参加農家7うに
数町歩ぞ単位とする広い氏周にわ
かれ、単位灰雷内の栽培品時 e主主
培法などを統一、農業生産性の[句
ょをはかるといわれ注自されま
す oE車旅行7で初%を待助、 40%，，1
受裁者の負担となっています。
また、議産関係の緊急録耕作物増
産事業も、大野・こと沢など酷農地
帯町農家に機椛力を勺かつて牧宣言
や潟明作物の増産を契励する宅珂コ
で、総事業費 549万円で農耕用ト
ラァタ」噂は庵機・刈り取り関・
砕土器里などiJ"各農協に湾入されま
す。詞〉時作物は.)1打量尻の飽綿より安
く、乳量もふえるおいわれ、 ζζ
でも犠械を中JG'沖こ共同作業を奨励
するノラ針をとってい宮す。
「土木費関係Ja:;道路新設改良費に
1.53丹万円を1阜J幻(市通った野166号
線 173号線改良280M.河内総怨線
餌装工事路床改昆 334M'上吉沢
台市澄ぽ畏 6sn1.入野天王道り
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十
八
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ま
で
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(
観
醤
・
打
開
所
員
)

対象に
追加の幼児検診

車塚保健所で幼児検診が行なわれ

宮す。昨年款の検診を受付そとなっ

た乎を対象とする宅珂コです。当日は

母子手躍を持参のうえお出カ'17くだ
さい。

幽民主呈
2月22日

で野放し犬と不用犬争収容

日ぜきとジフテリヤの予j窃接緯も

巡

斜検便を行ないます3

豊富対象者・土沢、 T品、金回、開宮崎、
中原、東中原、金目、城島、議

E臣、神田、 F語源、大野、上平塚に
住んでいる人 f小中学生はのぞ
く〕

務実施湖沼〔採使かん収策担時)

2月22日 土?尺・1日・ 7金百@金田@
上平塚

1-' 23日 城島・重量E自・関脇・南原
。中鼠@束中隊

タ 24白神田 e大野
L各地広とも自時30分-11悶まで〉
騒駆虫・検使の結果、虫卵のいた人

には 2;毘強以内に連耕し、希望者
には臣室樹立色合いのうえで投薬を

します。幾代は実襲、虫卵のいな

い人には連栴をしません。

繍注意..}*便かんを提出する日時は

厳守のζ と、採僚かんを入れる袋

には住所。世主帯主三名・本人名・年

令を忘れずに記入のζ と。

3月23目見附台鼠遊草書

一第 3凶-

4月4日金自公民館こと璽小学校
豊田公民館

ク 5日減島幼稚覇軍偶蹄公民館
金自公民館

8日沼公民館宮沢小学校
7日中原公民館八橋公民館
B日神田公民館松原公民館
9日干名水公民館忽賀公民館
12日[円四之宮公民館主富士見公
民館

ク 13B 見世間台武2貸場
務時鱈・ 13跨30分から15持まで、た
だし土盤、号奪回、城高、問鱗、金

回、 E宮沢の日会場は14持から15時
三まで。

寄生虫の無料駆除

農業地域ことくに多いとみられる

寄生虫を駆除するため、衛生課で無

ク
タ
タ
グ
ん
グ

一第 1回-
2月19日金自公民館土墜小学校
-9 21日豊田公民館城島幼稚園
7 22日間崎公民館金田公民館
~ 23日想公民館吉沢小学校
ク ~4日中際公民館八幡公民館
タ 25白神白公民館松原公民館
タ 26日花水公民館須賀公民館.， 28日 i円四之宮公民館
3.Jj 1日富士見公民館.， 2日見附台鼠道場
一第 2四一

3'B 14白金百公民館二士震小学校
義毘公民館

ク 15日城島主1月佳霞岡崎公E嘉吉宮
金自公箆館

16日旭公民館宮沢小学校
17日中原公民館八橋公民館
18日神田公民法宮松原公民主宮
19日花水公民鐙須賀公民鰭
22 日 j子宮百:<:~公民館言富士 詫公
民館

36年 7月1日-36年9月
30日までの出生児のみ

3.Fl1日 38年10月 1日-36年12月
31日までの出生児のみ

8日 37年 1月 i詰-37年 3月
31日までの邸主主'JilOコみ

ク 15日 37年4月1日-37年 8月
30Bまでの邸主主児のみ

器会主君・保健所乳児室

翻時間・ 13持30分ヵ、ら15時まで。

9 

タ

ク

ク

タ

グ

i38ぜき/ジフテリヤ

衛生課士、百日ゼきとジフテソヤ

の混合予防接滝を奨方自していますO

該当児のあると家庭では母子手帳持

参のうえおJftくむ会童話へ。
無精です。

密該当児

E第 1甥J40甲5月 i目-40申 10月
31日までに生れた子、生後 i度も
ζの予防抱母を受りていない子も

含む (3回按筏J
C菊 2潮)3J半5月 i日-39甲山河
31日までに主主れ、昨年春採 I期を
労了している子 (1[8]接持)
盤巡鶴岡草署
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輯輯鞭盟関盟書購韓請欝輔髄副

脂湾宣伝通臨滞慰霊捕』置~寝泊総監事脇謙E苦闘醐制R錨

恒国醐::悲喜2貌酷謹豊富温i忌麟諸墨書i耕輔扇謂童書記経瀦麗題磁調

聾隊司書署長信酪接請臨翻誕!諸富島藍長謹111科書磁認識lE隣諸繁華購華麗
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麗蝿臨画麗盟理重量制i鴇翻脱主産護持鑑向目毒茸溺Pl部臨題担磁醤

あなたのためのJ閑談室です。お気がるにご利用ください。

欄観芳措など的お問い合わせ一悼、各所管課が文事書課誌報部へ(22).1700一間

不F誇犬を巡回収容
衛生調民主清塚保健所と協力して野

放しの犬や不明になった飼い犬、子

犬などのilli回収容を行ないます。も
よりの会童話へ京用犬をおつれくださ

い。手数終ず続き一切取用、熊叉で

も行ないます。

豊富巡回目稜

2 }jJ5日・ lO-10持部分八幡公民館
11-11時30分 IH四之宮公民館、 13
30-14持大野駐在庫毒事務建前、
14.30-15持神田公民館。

2 .Fl23B ・ 10-10跨~O分金日公民鰭
10.30-11持量豊田公民館、 11.10-
11締3つj}滅。場駐在員事務室芸部、
13. 30 -13詩的分間賠公民館、 14
-14時30分金目駐在員事務室前
15-15s寄30分中庶ヂヨ子青年会館。
2月24日.10-10s寺30例記水会館、
11-11持30仔溺岸町会事務所、 13
30-141l¥f1誤賀公民館、 14.30-15 
持消防凶5丹民主宇@rCE，号入〕
※犬σコ絞し潤いや、すて犬I!'非常に
めだちます。保健所と市で、短期的

に浮浪犬を捕獲していミすすが年々ふ

える一方で、新開配達や郵便援さん

や牛乾配達にかみついたり、ゴミや

餌をあさって包らしたり、お互いの

法活に被害を及iますほどになってい
ます。飼い犬はかならずつないでお

くほか、すて犬をみつけたときや、

玉作用になったフU広保健所ハ斗車耕して
引き取つでもらう Eう心がけてくだ
さい。室電話は(22)0130.(22) 0132 
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第 172号く第3種郵便物許可〉治、

罪
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'つ
は
平
塚
市
は
、
が
ら
の
騒
い
駒
山
と
し

て
、
心
あ
る
人
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
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平
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げ
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宵
重
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義
を

モ
ッ
ト
ー
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す
る
市
長
の
も
と
に
あ

緩和41年2月15臼

施設と環境静化で対策

たばこ諸費税を
平壕市の討課に
たliこ鴇費龍は1昨入札で4目21覇、 2fr本λり

で8円4~君。この金額 Il，盟亮置のあるまちの

財曹になり、平語では今今度1聾盟鈎万円の見

込み 費理事のみなさんお買い上げは市内で

しミ

あt，tた由知る綴鶴1:、よい行古い
4をした脅少年(20才まで)がいたら、
氏名・年令・住所・学校または勤
務先 a推薦理由をお知らせ〈ださ
い.推薦議{孟住所氏名をか牢らず
明記のζ と。日践を罪悪いません。
広く市震的強漉をおまちします。

轟轟購鰹麟騒騒騒覇騒騒騒
主E鳥
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